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は じ め に 


アメ リカ 産 ヤ ママ ュ が 科 (Saturniidae) の オナ ガミ ズ ア オ 4cz kzg 和 を は じ め , 数 種類 の ヤマ マユ ガ に は , 前 
翔 基部 の 1Ax. (frst axillary sclerite) 上 に 特殊 な 歯 状 突 起 が 存在 する . と の 突起 は Saturniid tooth と よ ば れ , 
成虫 が 羽化 する 際 に 役立っ て いる の で は な いか と 推察 され て いる が (Sarplin, 1964), その 機能 に つい て は と れ ま で 
実証 され て いな い . 

筆者 は 日 本 お よび 台湾 産 の ヤマ マユ が 科 の 16 種 に つい て , 歯 状 突 起 の 存在 と その 発達 の 様子 を 調査 し , 形態 上 の 
種 の 類縁 性 に つい て 考察 し た . 一 方 , 日 本 産 オ ナオ ナガ ミズ アオ 4ctias selene gnoma を 材料 に し て , 成虫 の 羽化 機構 を 
観察 し , 歯 状 突起 の 役割 り に つい て 明らか に する と と が で きた . 

以上 の 結果 に つい て 報告 を する . 








材料 お よび 方 法 


歯 状 突起 の 形態 の 観察 に は 雄 成 虫 を 材料 に し て , いずれ の 種類 も 10 個体 以上 の プレ パラ ー ト を 作成 し た . 具体 的 
に は 前 甚 基 部 を 切り と り , 10% の KOH に 24 時 間 以 上 浸し て 完全 に 肉質 を 取り 除い た 後 , 骨格 片 を アル コー ル で 
脱水 し , キシ ロー ル で clear し て バル サム 封じ た . 検 鏡 は 20 一 30 倍 の 双 眼 実 体 顕微 鏡 の 下 で 行なっ た . 

成虫 の 羽化 機構 の 観察 に は , 1973 年 6 月 に 神奈 川 県 内 で 採集 し た オナ ガミ ズ ア オ 44zzzs selene gnoma の , 雌 成 
虫 の 産 下 し た 卵 よ り 飼育 に よ っ て 得 ら れ た 由 を 用 いた . その 場合 , 螺 体 に 人 為 的 操作 を 全く 加え な い 個 体 群 の ほか 
に, 四 の 頭 胸部 正中 線 お よび 羽 ク チク ラ と 触角 と の 接合 部 を 紙テープ で 目 張 り し た 個体 群 に つい て も 観察 を 行なっ 
た 。 





1. オナ ガミ ズ ア オ の 成虫 の 羽化 機構 

a ) 歯 状 突 起 の 形成 (Rgs. 2, 3) 

オナ が ガミ ズ オ の 歯 状 突起 の 形成 は , 暴 帝 内 の 成虫 態 形成 が 進ん だ 段階 で 行なわ れる ・ 不 休 眼 映 で は 環 化 後 2 一 3 
日 休 眠 籍 で は 休 過 覚 本 後 約 7 日 を 経て 完成 する . と の 時 期 に な る と 。 映 毅 の 前 胸部 交 状 降 起 が 発達 し て くる . 
従量 内 の 前 期 は 也 に 密着 し , 基部 の 骨格 片 は shoulder を 構成 する . すなわち 1Ax. は , 2Ax. (second axillary 
sclerite) を 支 軸 に し て 横 に 張り 出し , 1Ax. の 後 角 の 先端 に 位置 する 歯 状 突起 は , さら に 突き 出し て その 末端 は 開 
殻 内 の へ と み (外側 か ら は 痛 状 隆起 と し て 認め られ る ) に 収まる . 

b ) 成虫 の 羽化 と 歯 の 役割 り (figs. 4 5) 

オナ ガミ ズ ア オ の 成虫 の 羽化 は , 不 休眠 由 で は 25?C の 恒温 の 状態 で 帳 化 後 14 土 3 日 を 経て 行なわ れる . 翔 お よ 
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び 胴 部 の 遇 毅 か ら の は く 離 に っ つづい て, 閉 を 動か す 筋肉 (dorsolon- 
gitudinal muscles) の 伸縮 に よっ て shoulder は 上 下 運動 を くり 返 
す . その 結果 , 成虫 の 頭 部 は 前 方 に 移動 し , 里 疫 に 打ち 当たる . そ 
の 際 , 歯 状 突 起 の 未 端 部 は 帆 殻 の へ と み に 引 っ 掛か り , 多 (hook) 
と な っ て IAx. の 撫子 運動 を 助け る . 成虫 の 頭 す a 
Fig. 1. A handspike movement causing the (こよ っ て 。 油 毅 の 後頭 部 (頭頂 , 前 胸 , 中 胸 ) は 正中 線 に 沿っ て 開 
ed te OE ーー 有 し , 憶 ク チク ラ は 模 じ ひび 割れ を 生ずる 一方) 妃 設 より は く 則 
i し た 胸 脚 は , 商 の 頭 部 前 面 を 押圧 し , その 結果 触角 や 胸 脚 が 接する 
羽 ク チク ラ の 接合 部 は , 引き 像 か れ て 前 頭 部 ( 頭 橋 , 小腸 , 前 脚 , 
中 脚 , 触角 な ど ) は 離脱 する . と の 状態 に な る と , 成虫 の 脱出 は 容易 に 行なわ れる よう に な る . 
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Figs. 2 一 -7. Actias selene gnoma Butler, Saturniid pupae: (2) a pupa to show knob (marked 
with an arrow); (3) a tooth(marked with an arrow) of left fore wing base; (4) adult emergence, 
pupal skin opened by bumping of head; (5) pupal skin tore up by the tooth into pieces; (6—7) 
pupal skin damaged by the tooth. 

c ) 目 張 りさ れ た 虹 か ら の 成虫 の 羽化 (fgs. 6, 7) 

由 殻 の 接合 部 を 目 張 りさ れ た 螺 は , 成虫 の 羽化 に 際 し て クチ クラ の 開 像 が 不可 能 と な り , 脱出 は 容易 に 行なわ れ 
な い . その 結果 , 歯 状 和 突起 に よる 遇 毅 の 破壊 が お こる . すなわち , 脱出 が 困難 に な っ た 成虫 は , 側 頭 部 の へ と み の 
周囲 の 映 毅 を 歯 状 突 起 に よっ て 無秩序 に 引き 列 いて 破壊 する . それ に よっ て 側 頭 や 羽 の クチ クラ は 完全 に 紛 砕 さ 
れ , 目 張り に 使用 し た テー プ も は ずれ て , 成虫 は 容易 に 脱出 する と と が で きる よう に な る . 

2. ヤマ マユ ガ 類 の 歯 状 突 起 の 形状 (fgs. 8~23, 24) 

ヤマ マ ュ ガ 類 の 歯 状 突起 は 1Ax. 上 に 存在 し , 2Ax. が 接する 位置 より 前 方 に 突き 出す . その 発達 の 程度 は 種 や 
ざ 属 に よっ て か な り 異 な っ て いる ・. 4ctias は いずれ の 種類 も よく 発達 し , 移 爪 状 に 鋭く 硬化 し て いる が , と くに オナ 
ガミ ズ ア オ 4. selene と オオ ミズ アオ 4. artemis で は 顕著 に 認め られ る . 同様 に , ヤマ マユ ュ ガ 4Antheraea yamamai, 
ヨナ クニ サン 4ittacus atlas, シン ジュ サン Philosamia cynthia pryeri な ども 3 Le に く 発達 し て いる . クス サン 
Dictyoploca japonicay ヒメ ヤマ マユ ガ Caligula boisduvalii で は , 歯 状 突 起 の 先端 は 鋭く 失 ら ず 硬 化し な い . ハグ ル マ 
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Figs. 8 一 23. First axillary sclerite of right fore wing to show tooth: (8) Actias selene gnoma Bulter (Honshu): (9) 
4. 5. tomariactias Bryk (Hokkadio) ) (10) 4.s. ningpoana Felder (Formosa) (11) 4. neidhoefei Ong et Yu (Formosa) : 
(12) 4. artemis aliena Butler (Honshu); (13) 4. 2. artemis Bremer et Grey (Hokkaido) , (14) 4. heterog yna Mell 
(Formosa): (15) Attacus atlas Linnaeus (Formosa): (16) Philosamia cynthia pryeri Butler (Honshu): (17) Antheraea 
yamamai uerin-Meneville (Honshu) : (18) Loepa katinka formosensis Mell (Formosa) : (19) Caligula boisduvalii jonasii 
Butler (Honshu) :: (20) Dictyoploca japonica Moore (Honshu) : (21) Rhodinia jankowskii hattoriae Oberthur (Honshu): 
(22) R. fugax fugax Butler (Honshu): (23) Aglia tau microtau Inoue (Honshu). 


ヤマ マユ Loepa katinka も 同様 に 短小 で 硬化 し な い が , 先端 は 鋭く 失 る と と で 前 2 種 と は や や 趣 を 異 に し て いる . 
クロ ウス タビ ガ Rhodinza jankowskkii で は , 歯 状 突 起 は きわ め て 小さ く , ウス タビ ガ MA の 7zg fugax と エゾ ヨ ツ メ 
4glia tau microtau で は , 歯 状 突 起 は 存在 せ ず , 1Ax. の 末端 は 丸み を お び て 張 り 出し て いる に 過ぎ な い . 

それ ぞ れ の 種類 の 歯 状 突 起 や 張り 出し の 様子 を , 実測 値 に よっ て 1Ax. の 長 さ と 比較 し て み る と , fg.24 の よ 
で ある ・. 両者 間 に は 相対 的 関係 が 訪 め られ , 1Ax. が 長い ほど 歯 状 突起 は 長く , 反対 に , IAx. が 短 か い ほど 歯 状 突 
起 の 発達 は わる く , 短 か く な る 傾向 を 示し て いる . 





考 察 


前 紅 基 部 の 1Ax. は 2Ax. を 支 軸 に し て , 飛 欧 の 際 の 畑 を 動か す 主軸 と な る が , 1Ax. の 基部 すなわち , median 
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Fig. 24. The relationship between the 
length of the first axillary sclertie and 
the length of the tooth: 1, Actias neidhoe- 
feri Ong et Yu; 2, 4. selene gnoma Butl- 
er; 3。 4. s. tomariactias Bryk; 4, 4. arte- 
mis aliena Butler; 5, A. a. artemis Bremer et 
Grey; 6, 4. selene ningpoana Felder; 7, 4. 
heterog yna Mell: 8, Caligula boisduvalii 
jonasiz Butler; 9, Attacus atlas Linnaeus; 
10, Philosamia cynthia pryeri Butler; 11, 
Antheraea yamamai Guérin-Menéville; 12, 
Loepa katinka formosensis Mell; 13, Dictyo- 
ploca japonica Moore; 14, Rhodinia jan- 
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notal wing process と の 付着 点 よ り 2Ax. の 付着 点 に 至る 長 さ が 大 
(な れ ば な る ほど , 前 凌 を 動か す に 必要 な 力 は 少な く て 済む . 一 般 
に 鱗 凌 目 の 進化 し た グル シープ で は , 1Ax. は 長く な る 傾向 が 認め ら 
れ て いる が (Sharplin, 1963), 今回 の 調査 の 結果 を みて も , ヤマ マ 
ュ が 科 の 1Ax. は よく 発達 し て いて , 鱗 甚 目 の 中 で は す と ぶる 進化 
し た 部 類 に 入る と と は 明らか で ある . 

前 述 の よう に , 1Ax. に 付随 する 歯 状 突起 の 形状 は , 種 や 属 間 
で か な り の 相違 が み ら れ る が , と れ を 発達 の 程度 に よ っ て 区 分 すれ 
ば 次 の 3 群 に 整理 する と と が で きる . (1) 歯 状 突起 は 鋭く 多 爪 
状 に よく 発達 し , 著しく 硬化 する : 4Actias, Philosamia, Antheraea, 
47acws. (2) 歯 状 突起 は 多 爪 状 で ある が あま り 発 達せ ず , 硬化 し 
な い : Dictyoploca, Loepa, Caligula, Rhodinia jankowskii. (3) 歯 
状 突起 は な く , 1Ax. の 先端 は 丸み を 帯び る : Rhodinia fugax, Aglia 
tau. 

と これ ま で 歯 状 突起 の 存在 は 4ctias luna L., Telea polyphemus Cram., 
Samia walkeri F. et F., Rhothschildia orizaba West., Platysamia columbia 
Sm., Callosamia sp. な ど , 新大陸 の ヤマ マ ュ が 類 で よく 知ら れ て い 
る が (Sharplin, 1964), 日 本 や 台湾 な どの アジ ア に 分 布 す る ヤマ マ 
ュ が 類 に も 広く 認め られ た と と は , と の よう か な 歯 状 突起 が ヤマ マ ュ 
が 科 に か な り 普 遍 的 に 存在 する 特徴 で も る と と を 示唆 し て いる . 

歯 状 突起 の 機能 に つい て は , 成虫 の 羽化 時 に きわ め て 有効 に 働 ら 
く と と が 明らか と な っ た が , 遇 ク チク ラ の 開裂 の 機構 は あたかも 
吊り 輸 を 使っ た 懸垂 運動 に 似 て いる . すなわち 1Ax. は 腕 に 相当 





kowskii hattoriae Oberthur: 15, R. fugax 
fugax Butler; 16, Aglia tau microtau Inoue. 


し , 2Ax. の 付着 部 位 は 手首 の 位置 に , その 先端 の 歯 状 突起 は 吊り 
輸 に か か る 掌 ・ 指 に た と える と と が で きる . 吊り 輪 は 皮 クチ クラ の 
くぼみ に 相当 する . 一 般 に は , と の 懸垂 運動 に よっ て , 頭 部 は 上 方 の クチ クラ に 押し 当て られ , その 力 で クチ クラ 
は 開裂 する が , 環 殻 の 開 介 が 困難 な 場合 に は , 歯 状 突起 は きわ め て 効果 的 に 作用 し て , 積極 的 に クチ クラ の 破壊 を 
行なう . と の 働 ら き は 目 張 り 実験 に よっ て 明らか と な っ た が , 注意 深く 観察 する と 目 張り を し な い 全 く 自 然 の 暴 体 
で も し ば し は 認め る と と が で きる (fg. 5). さら 破壊 の 有無 だ け な ら は 成虫 脱出 後 の 顕 殻 で も 十分 判別 可能 で あ 
る . 筆者 が 飼育 に よ っ て 得 た 脱出 殻 の 調査 結末 で は , 総数 1000 個 体 の うち 5 個体 , お よそ 5 % に 破壊 の 跡 が 認め ら 
れ た . と の と と は 野外 に お いて も , ほ ば 同じ 程度 の 割合 で クチ クラ の 破壊 作用 が 営ま れ て いる と 解釈 で きる . 

歯 状 突 起 の 発達 の 様子 は , 種 や 属 レ ベル で 異な っ て いる と と が 明らか と な っ た が , 機能 的 に きわ め て 効果 が ある 
と 判断 され る 種類 は , 4ctias, Philosamia, 4ntheraea, Attacus な ど , 前 述 の (1) 群 に 含ま れる も の だ け で あろ うと 
思わ れる . (2 ) お よび (3) 和 群 に つい て は 形状 か ら 推 定 し て も , さほど 有効 な 働 ら き を する と は 思わ れ な い . 

歯 状 突起 の 様子 を みる と , 4ctias の よう に 同属 で よく まとまっ て いる グル ー プ が ある 一 方 , Aglia tau microtau と 
Rhodinia fugax の よう に 異 属 で 酷似 し て いる も の も ある . 一 形態 上 の 類似 性 が 種 の 類縁 性 を どの 程度 示し て いる 
か は むず か し い 問 題 で も る が , ヤマ マユ が 類 で は 最も 原始 的 な 形態 を 留め て いる と いわ れ て いる 4gtia tau に , 歯 
状 突起 が 存在 し て いな い 事 実は , 歯 状 突 起 の 発達 と 種 の 進化 と が , 多少 な り と も 関連 が ある よう に 思わ れる . 

種 の 類縁 性 と 形態 上 の 相違 に つい て は , Rhodinia 属 の 2 種 で 認め られ た が , 両 種 の 関係 に つい て は , 宮田 ・ 小 山 

(1973) の 後頭 部 形態 に よる 種 の 類縁 関係 の 研究 の 結末 で も 明らか に され て いる . その 報告 に よれ ば , . fgax 
お よび . jankowskii の 成虫 の 後頭 部 形態 は 全く 異な っ て いて , 前 者 は 4ctias に 近 縁 で あり , し か も 4ctias より も 
は る か に 進化 し た 種類 で ある が , 後者 は 4g/z2 tau に 近 縁 で , A.7&gozx と は 全く か け は な れ た 存在 で お そら く 別 属 
で あろ うと 推定 され て いる . し か し な が ら , と の 関係 は 歯 状 突起 か ら み る と むし ろ 逆 で , R.fugax は Aglia tau に, 
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R. jankowskii は Actias や Dictyoploca な ど に 類縁 性 が 認め られ る . Rhodinia 属 の 両 種 は 成虫 の 形態 か ら み て も 相当 
か け は な れ て いる と と は 明らか だ が , 歯 状 突起 の 形状 か ら み る と 玉 .』ankowskii の 方 が A./kggx より も 進化 し て 
いる よう に 思わ れる . し か し , oz が RA.7ggx や 4glia tau な どの いわ ゆる 無 歯 グ ルー プ か ら 分 化し た 
も の な の か , も と も と 4ctas な どの 有 歯 グレープ と 系 続 的 つなが り が ある も の か , 進化 の 過程 に つい て は , 今 の 
と と ろ 全 く 不 明 で ある . Rhkodnia 属 の 系 統 進 化 に つい て て は , さら に じ 多 方 面 に わた る 研究 が 必要 で ある ・ 


要 約 


1) 日 本 産 オ ナガ ミズ アオ 4ctias selena gnoma の 前 閉 基 部 の 1Ax. (frst axillary sclerite) 上 に 認め られ る 歯 状 
突起 の 働 ら き を 調査 し た . 

2) 羽化 直前 の 成虫 は 頭 部 を 内 殻 に 押し つけ , その 力 と よっ て 遇 殻 を 開裂 し 羽化 し て くる が , そ の 際 歯 状 突起 は 
1Ax. の 朱 子 運動 を 助け る 釣 と な る . 

3) 里 帝 の 開裂 が 困難 な 場合 歯 状 突 起 は 積極 的 に 由 ク チク ラ を 破壊 し , 成虫 の 羽化 を 促 が す . 

4) 日 本 お よび 台湾 産 ヤ ママ ユ ガ 科 計 16 種 の 歯 状 突起 を 調査 し た . その 結果 ウス タビ ガ Rhodinia fugax Jfugax お 
よび エゾ ョ ツメ 4glia tau microtau に は 歯 状 突起 は 認め られ な か っ た . 

5) 歯 状 突 起 の 形状 は 種 或 は 属 間 の 類 緑 性 を ある 程度 玉 し て いる よう に 思わ れる ・ 
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Sammary 


A tooth is present on the first axillary sclerite of the fore wing base in almost all the species of Saturniidae 
in Japan and Formosa. The Actias group has a strong, hook-shaped tooth. The tooth is similar to those of 
Antheraea yamamai Guérin-Menéville, Philosamia cynthia pryeri Butler and Attacus atlas Linnaeus. Caligula boisduvalii 
jonasii Butler, Loepa katinka formosensis Mell, Dictyoploca japonica Moore and Rhodinia jankowskii hattoriae Oberthur 
have a small tooth. Such a tooth does not occur in Rhodinia fiugax Butler and Aglia tau microtau Inoue. The 
shapes of the first axillary sclerite and its tooth appear to be often a reliable generic character. However, Rhodinia 
fugax fugax differs distinctly from R. jankowskii hattoriae in feature, though the two species have been treated as 
being congeneric; in this case, the feature may represent their different evolutionary level. 

The function of the tooth was observed on the adult emergence of Japanese Actias selene gnoma Butler. When 
the adult emerges, it bumps repeatedly the head against the dorsal side of head skin. On this movement, the 
pupal skin is torn along the dorsao-meson of vertex and thorax; the tooth being inserted in a hollow on the pupal 
prothoracic skin serves as a hook causing the head to be lifted. When the adult gets into trouble on the emer- 
gence on account hard pupal skin, the tooth tears up the head or wing skin into pieces. 
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